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全頁カラー版は
ホームページに掲載

シンポジウム「鍼灸師として
世界と出会う」開催
海外で活躍する日本人の若手鍼
灸師3名をお迎えし、シンポジウ
ムを開催しました。

2023年２月８日～１０日、東京ビッグサイトで開催された
「Ｃａｒｅ Ｓｈｏｗ Ｊａｐａｎ ２０２３ 未病産業展」に出展しました。

Ｃａｒｅ Ｓｈｏｗ Ｊａｐａｎ ２０２３ 出展

リスクマネジメント
研修会Ｐａｒｔ２開催
2022年度リスクマネジメント
研修会Ｐａｒｔ２をオンライン開催
しました。

２０２３年度は２年毎の役員改選と
なり、６月１８日の定時代議員総
会で実施いたします。
議案（予定）を定時代議員総会に
おいて上程させていただきま
す。

鍼灸大学研究紹介

九州看護福祉大学での「経筋治
療」に関する研究です。
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公益社団法人日本鍼灸師会の代議員９１名が決定しました

公益法人移行後６回目の改選となった今回の代議員選挙の結果について、３月５日、下記の通り９１名の代議員が決定
し、翌６日に公示しましたことをお知らせいたします。       　　　 （報告：代議員選挙管理委員会 委員長 深澤栄一）

北海道選挙区（４名） 千葉県選挙区（３名） 岐阜県選挙区（１名） 奈良県選挙区（１名） 福岡県選挙区 (２名 )

菅野　徳幸・高橋　哲裕 中村　宏孝・塙　 智維 高田　幸枝 門野 　章 古賀慶之助・仲嶋　隆史

三田村幸治・横山　広徳 宮山　秀樹 静岡県選挙区（２名） 和歌山県選挙区（１名） 佐賀県選挙区（１名 )

青森県選挙区（１名） 東京都選挙区（１０名） 榎田 　誠・大橋　教正 中野　正得 楊　 栄治

橋本　博明 秋元　良公・稲垣　明子 愛知県選挙区（３名） 鳥取県選挙区（１名） 長崎県選挙区（２名）

岩手県選挙区（１名） 小口　政博・遠山　 茂 石井美恵子・長谷川栄一 西川　徳彦 高比良伸哉・中村　陽一

戸崎　幸治 飛塚　峻介・野村森太郎 吉崎　和樹 島根県選挙区（１名） 熊本県選挙区（１名）

宮城県選挙区（１名） 藤井　伸康・古瀬　美奈 三重県選挙区（２名） 松崎　幹夫 草川　正規

稲井　一吉 曲渕　尚子・増田　眞彦 岡田 　賢・新谷　有紀 岡山県選挙区（３名） 大分県選挙区（１名）

秋田県選挙区（１名） 神奈川県選挙区（４名） 福井県選挙区（１名） 才野　優一・西谷　典人 杉若　晃紀

矢野　　仁 大屋　 朗・草山真紀夫 中村　　寛 馬場みずほ 宮崎県選挙区（１名）

山形県選挙区（１名） 清水　慎司・藤田　洋輔 滋賀県選挙区（１名） 広島県選挙区（２名） 杉田　智俊

奥山　千晴 新潟県選挙区（１名） 飯塚　季也 岩本　素明・山下　桂史 鹿児島県選挙区（２名）

福島県選挙区（１名） 中澤　義則 京都府選挙区（３名） 山口県選挙区（１名） 妹尾　隆二・和田　洋文

三瓶　真一 山梨県選挙区（１名） 熊野　利明・田島　好明 河野　素道 沖縄県選挙区（１名）

茨城県選挙区（１名） 藤森　文茂 森岡　正和 徳島県選挙区（１名） 伊禮　隆一

坂本　一志 長野県選挙区（３名） 大阪府選挙区（７名） 篠原　新作 全選挙区合計　９１名

栃木県選挙区（１名） 有賀　大祐・今村　頌平 荒木　善行・北川 　肇 香川県選挙区（１名） ※５０音順で掲載

髙秀　喜幸 大窪　隆人 久保　俊仁・永澤　至子 中曽根　徹

群馬県選挙区（２名） 富山県選挙区（１名） 廣橋久美子・三宅なつえ 愛媛県選挙区（２名）

小代　進・木暮　守宏 澤田　勝芳 森下　輝弘 高橋　正佳・永易賢一郎

埼玉県選挙区（４名） 石川県選挙区（１名） 兵庫県選挙区（３名） 高知県選挙区（１名）

大谷　尚子・加藤　政明 定池　　寿 小西作太郎・宮川　浩 国沢　光陽

河原　保裕・山口 　智 森口　一也



【日　時】２０２３年（令和５年）１月２９日（日） 
【場　所】としま区民センター
【出席者】１８名（理事１５名、監事２名、委員１名）
【議　長】要
【議事記録】岡田
【議事録署名人】要、仲野、浜田

【議　題】

１．報告事項

ア．会務報告・対外報告 他
　要会長：新年会、周年記念に参加し皆さんの話が聞け
て参考になった。今後もいろいろなところで皆さんとお
会いし意見を聞きたいと思う。
　小林健保担当業務執行理事：健保委員会活動の報告
　菅野地域ケア推進担当業務執行理事：地域ケア推進委
員会活動報告
　児山広報普及ＩＴ担当業務執行理事：全国大会につい
て報告
　新名組織担当業務執行理事：組織委員会から労災特別
加入について報告
　南副会長：石田光徳鍼灸師の退会の件について報告

イ．２０２２年１２月３１日現在の会員数報告
　寺川法人管理担当業務執行理事から報告

ウ．２０２２年度９月分決算報告
２．決議事項
　第１号議案「謝金支払いに関する申請書」における自署・

捺印廃止の件
	 　寺川法人管理担当業務執行理事から趣旨説明があり、
可否を問うたところ全会一致で承認された。

　第２号議案　役員選挙管理委員任命の件
	 　寺川法人管理担当業務執行理事から４名の委員につい
て趣旨説明があり、可否を問うたところ全会一致で承認
された。

	 　また、代議員の選挙管理委員の件で規程案の変更につ
いて趣旨説明があり、可否を問うたところ全会一致で承
認された。

　第３号議案　休会に伴う会費等の減免等申請書の件
	 　寺川法人管理担当業務執行理事から鳥取県鍼灸師会に
詳細を確認し、再度提出することとなった。

　第４号議案　会議計画書・報告書ならびに作業報告書書式
の件

	 　寺川法人管理担当業務執行理事から事業コードを記入す
ることについて趣旨説明があり、可否を問うたところ全会
一致で承認された。

　第５号議案　日鍼会ｅラーニング研修（以下、「ＮＥＬ
Ｓ」）の講師依頼の件

	 　堀口研修担当業務執行理事から寺澤先生と泉先生の趣
旨説明があり、可否を問うたところ全会一致で承認され
た。

　第６号議案　医療連携研修講座の講師承認の件
	 　永島学術担当業務執行理事から山内先生の講師承認に
ついて趣旨説明があり、可否を問うたところ全会一致で
承認された。事前に理事メールで仮承認を取るよう依頼
があった。

　第７号議案　国際委員会シンポジウムのパネリスト承認
の件

	 　寺川国際担当業務執行理事から趣旨説明があり、事前
に趣旨を説明することが必要との意見もあったが、可否
を問うたところ全会一致で承認された。

　第８号議案　日鍼会未病戦略を考えるＷＧにおける有識者
の件

	 　寺川法人管理担当業務執行理事から趣旨説明があり、
可否を問うたところ全会一致で承認された。今後進める
にあたり、有識者について予め選んだ理由等を事前に発
信して欲しいとの意見もあった。

　第９号議案　次年度における広報普及ＩＴ委員会の委員会
活動効率化の件

	 　大口イベント推進担当業務執行理事から趣旨説明があ
り、可否を問うたところ全会一致で承認された。

　第１０号議案　未病展補助スタッフの承認の件
	 　大口イベント推進担当業務執行理事から趣旨説明が

あり、スタッフ５名の追加承認について可否を問うた
ところ全会一致で承認された。

　第１１号議案　日鍼会ｅラーニングシステム乗換えの件
	 　堀口研修担当業務執行理事よりlearningBOXから
ｍａｎａａｂｌｅへの乗換え趣旨説明があり、可否を問うたと
ころ全会一致で承認された。

３．その他の協議事項
ア．矢津田広報普及ＩT副委員長から「ハリトヒト。」
に掲載する広告確認ついて、可否を問うたところ全
会一致で承認された。

イ．寺川法人管理担当業務執行理事から支出の記入方法
について、プロジェクターによる説明がなされた。

４．監事講評

（報告：法人管理委員会）

第６回理事会報告

3日本鍼灸新報 No.685



　２０２３年２月８日（水）・９日（木）・１０日（金）
の三日間、東京ビッグサイトで「Ｃａｒｅ Ｓｈｏｗ Ｊａｐａｎ ２０２３　
未病産業展」が開催されました。このイベントは「超高齢
社会の介護・医療・予防と、まちづくりのために」をテ
ーマに、介護・医療・予防・未病・ヘルステックに関連す
る５つの専門展で構成された年に一度の総合展示会です。

　１６０を超える業者・団体が、新製品・新サービスの展
示や情報発信をし、各分野の地域課題・社会課題の解決を
目指し集まりました。
　日本鍼灸師会も「未病治〈はり・きゅう無料〉体験コー
ナー」と称したブースを設け、イベント推進委員会、広報
普及ＩT委員会を中心に、東京都鍼灸師会、担当委員会以外
の会員や日鍼会理事の協力のもと鍼灸体験や健康相談によ
る普及啓発活動をおこないました。ブース内には受付カウ
ンターと来場者用の椅子が５脚、すぐ隣にはセイリン株式
会社と株式会社山正の商品紹介コーナーを設け、２社のご
協力で来場者にはサンプル品を配布しました。

　大きな会場ということもあり歩き疲れによる脚の疲労、
肩こりや腰痛の訴えが多くありました。また冷えやむくみ・
不眠・消化器不良などの自律神経や内科的なお悩みも多く、

各症状に応じて局所や遠隔への豪鍼による刺鍼、セラミッ
ク温灸、パイオネックスでの施術をおこないました。１０
分ほどの短い時間でしたが、訪れる方々それぞれに鍼灸
師が一人ずつ対応し、西洋・東洋医学的な症状の捉え方、
養生の大切さ、日々のセルフケア等についてお話ができ
る貴重な時間となりました。
　二日目には東洋医学について解説をする健康講座を開催。
「笑いは健康の万能薬」をキーワードに、我らが広報普及
ＩＴ委員の岡田高先生が登壇。岡田先生は落語家「八軒家
鍼男児」としても活動をされていますが、この日は鍼男児
自ら演じる古典落語「強情灸」の映像を披露し、会場から
は笑いが沸き起こりました。講座ではお灸の歴史やその科
学的効能、具体的なお灸の方法、温灸によるセルフケアにつ
いて言及。笑いを交えて「東洋医学」を解説することで、鍼
灸の敷居が低くなったのではないかと思います。

　三日間のブース来場者の合計は約３３０名。男女比はほ
ぼ等しく、６割がはり・きゅう未経験者でしたが、アンケ
ートの結果、「ブースに立ち寄ってよかった」との回答が
９９％でした。

　はり・きゅう体験を通じて「鍼は痛くない、怖くない」
ということ、コミュニケーションを通じて「鍼灸師」とい
う存在を知っていただけたことで、鍼灸師と鍼灸院という
場所が今ある症状の助けとなる選択肢のひとつになり得る
活動ができたのではと手応えを感じました。また、さまざ
まな業種の方々との会話のなかで、あらゆる角度からの医
療や健康の捉え方やアプローチについての情報交換もでき
る良い機会となりました。
　２０２４年も２月に「未病産業展」が開催されます。今後
も出展し、継続的な普及啓発活動をおこなう予定です。皆さ
まもご参加されてみてはいかがでしょうか。

（報告：広報普及ＩＴ委員 廣橋久美子）

Ｃａｒｅ Ｓｈｏｗ Ｊａｐａｎ ２０２３ 鍼灸ブース・健康講座報告
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　国際委員会では、２０２３年３月５日（日）２０時００
分から２１時３０分まで、海外で活躍する日本人３名の若
手鍼灸師をお迎えしシンポジウムを開催しました。

　パネリストの氏名と肩書きならびに略歴は以下の通りです。

仲野広倫（アメリカ在住、ＤＣ、ＤＡＣＢＳＰ、ＣＳＣＳ）
　明治国際医療大学（旧明治鍼灸大学）を卒業後、四代続
く家業での修行を経て渡米。現在はニューヨークで開業、
スポーツドクターとして活躍。東京２０２０オリンピック
ではチームに帯同。
平野大樹（ニュージーランド在住、Ａｃｕｐｕｎｃｔｕｒｅ ＮＺ 所属、
Ｎｅｌｓｏｎ Ｓｈｉｎｋｙｕ Ａｃｕｐｕｎｃｔｕｒｅ Ｃｌｉｎｉｃ Ｄｉｒｅｃｔｏｒ）
　森ノ宮医療大学を卒業後、大阪のクリニックにて修行。そ
の後およそ７年間、豪華客船にて鍼をおこなう。現在はニュ
ージーランドのネルソンにて鍼灸院を開業。
勝野馨太 (メキシコシティ在住、Ｃ.Ａ.Ｊ.ＫＡＴＳＵＮＯ Ｓ.Ｃ. 代
表、Ｓｕｖａｎｃｅ Ｊａｐａｎ 代表)
　卒業後、福岡にて修行後、ドミニカ共和国を経由し、メキ
シコシティで鍼灸柔整の施術所を開設。２０２２年１１月、
メキシコにて日本のはり師きゅう師資格の有効化に成功。

　また、シンポジウムの進行役として、同時通訳者の資格を
もつ鍼灸師で、本委員会副委員長の藤林初枝氏が登壇、自ら
の経験と広汎な知識を活かし、限られた時間のなかでパネリ
ストから興味深い発言を引き出してくれました。

視聴者からの質問にＱ＆Ａ形式で回答
　シンポジウムの視聴から届いた質問については本会ホー
ムページに公開しています。海外事情にご関心のある方は
ぜひ一度ご覧ください。

シンポジウム後のフリートーク
　シンポジウム直後のフリートーク動画を、後日、公式ＹｏｕＴｕｂｅ
チャンネルでも公開しました（４月１０日まで）。

今回のイベントについての感想
　皆さん、私たち鍼灸師が海外で働くことを考えた時に思
いつく疑問を挙げてみてください。例えば「どうやって足
がかりを得たらいいの？」「語学はどれくらい身につけた
らいいの？」「鍼灸師の仕事ってどれくらい需要があるの
？」という感じではないでしょうか？そういった疑問にも
パネリストがそれぞれの視点から答えてくださいました。
　特に「海外での就労に関心があっても語学が不安」とい
う方が多いかもしれません。例えば豪華客船で働く場合、
たいがい日本人は英語が話せないから最初はお給料がよく
ない、という話を平野先生もされていました。もちろん語
学は仕事をするうえでも重要ですが、平野先生の発言で他
のパネリストとも意見が一致したのは「某お笑いタレント
の英語で大丈夫」というものでした。語学そのものよりも重
要なのは「コミュニケーション力」であり、「某お笑いタレ
ントのコミュニケーション力は素晴らしい」とのことです。
そして「ぜひ日本の国際的な信用を活かし、パスポートを取
って（海外に飛び出して）欲しい」と熱いメッセージを届け
てくださいました。
　思えば私たち同じ言語を話す者同士であっても、コミュ
ニケーションの方法によってはトラブルを回避することも
できれば、逆にトラブルを増大させてしまうこともありま
すよね。言葉が通じなくても、お互いの意思を通じさせる
コミュニケーション、いろいろな場面に応じたコミュニケ
ーションの方法などについて、これからも皆さんと一緒に
考えていきたいと考えています。
　なお本シンポジウムの動画は、国際委員会のｅラーニン
グ用コンテンツとして、会員向けに公開される予定です。

(報告：国際委員会)

「鍼灸師として世界と出会う」開催
国際委員会シンポジウム

https://www.harikyu.or.jp/9020/

［会員］マイページ機能 新設のお知らせ
　研修委員会では、ｅラーニングコンテンツの有料配信システムの一部を転用し、［会員］マイページ機能を新設しました。
　［会員］マイページは、日本鍼灸師会会員のための、個人専用のインターネットサービスです。ご登録をいただくと、
会員の皆さまの登録基本情報、研修受講履歴（ＮＧＫシステム利用者）、日本鍼灸新報送付先、労災保険・賠償保険の
加入状況、鍼灸ネットへの登録状況の確認が可能となり、ご自身で個人情報の変更も可能です。
　２４時間・３６５日、いつでも無料でご利用いただけますので、ぜひご活用ください。

（研修委員会）
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　２０２３年（令和５年）度は２年毎の役員改選となり、６月１８日の定時代議員総会で実
施いたします。
　以下の議案（予定）を定時代議員総会において上程させていただきます。

【日　　時】
２０２３年６月１８日 (日 )　１３：００～１６：００
【場　　所】
ステーションコンファレンス万世橋
　東京都千代田区神田須田町１－２５
　（ＪＲ「秋葉原駅」電気街口から徒歩４分、
　 東京メトロ銀座線「神田駅」６番出口徒歩２分、
　 東京メトロ丸の内線「淡路町」Ａ３出口徒歩３分）
【報告事項】
１．２０２２年度事業報告の件
２．２０２２年度事業報告の明細書の件
３．２０２３年度運営方針、事業計画及び収支予算の件
４．２０２３年度資金調達及び設備投資の見込みを記載し
た書類の件

【決議事項】
第１号議案	 ２０２２年度貸借対照表の件
第２号議案	 ２０２２年度損益計算書（正味財産増減計

算書）の件
第３号議案	 ２０２２年度貸借対照表及び損益計算書

（正味財産増減計算書）の附属明細書の件

第４号議案	 ２０２２年度財産目録の件
第５号議案	 役員選任規程変更の件
第６号議案	 定款変更の件
第７号議案	 理事選任の件
第８号議案	 監事選任の件
　注：今回の新報でのご案内以降に議案の追加や順序の

変更が生じる場合があります。ご了承ください。
その他代議員総会に関する件
※	代理人による議決権の行使につきましては、議決権を有
する代議員１名を代理人として、その議決権を行使する
こととさせていただきます。ただし、代理人による議決
権の行使は定款第２２条第２項の規定により１人で５人
を超える代議員を代理することはできないことといたし
ます。

※	理事及び監事選任につきましては、立候補者が確定して
おりませんので、現時点では議案が確定しておりません。

※	本誌掲載の議案は予定です。正式な議案は後日郵送するハ
ガキで代議員にお知らせいたします。

２０２３年度 「定時代議員総会」 を６月に開催
業界の現状と国民の健康保持増進のために新時代の事業展開を考える
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※様式については、各都道府県師会事務所または本会にお問い合わせください。
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　研修のスタートは午後８時００分。定刻より危機管理委
員会副委員長 是元佑太氏の司会で、日鍼会副会長・長野県
針灸師会会長 安田政寛氏の開会の挨拶から始まりました。
　第一部は、『鍼灸師が知っておかなくてはならないリス
クマネジメント』と題して、長谷川ペインクリニック 長谷
川丈先生の講演でした。講演の冒頭、鍼灸師はやりがいの
ある仕事だが、医療過誤を起こしてしまうと思うように仕
事を続けられなくなるため、医療過誤を未然に防ぎ、それ
が起こってしまったときは被害を最小限にするためにリス
クマネジメントが重要となってくる、と述べられました。
次に先述の折鍼事故の詳細、全日本鍼灸学会発出の『鍼灸
安全対策ガイドライン』、リスクマネジメントの基本事項
、リスクの把握・分析・対応について説明され、主に実践
するための基礎知識を学ぶ講義内容でした。

　第二部では、昨年から数件報道されているわいせつ事件
を受け、リスクマネジメントという観点からの対処方法に
ついて、ＮＰＯ法人ミライディア理事で明治国際医療大学
非常勤講師でもある坂部昌明先生に『施術トラブルの具体
例と対応策』という演題でお話しいただきました。内容と
してはトラブルについて施術上のトラブル・説明不足によ
るトラブル・施術者以外の者のトラブル・意図して犯罪行為
をおこなった場合などの項目に分類し、それぞれについて具
体例と判例を挙げながら、その対応策としてのリスクマネジ
メントとインフォームドコンセントの重要性についてお話し
されました。座長を務めた危機管理委員長の矢津田からは、
特に初学者やこれから鍼灸師になる学生の方に、ただトラブ
ルを恐れるのではなく、トラブルに対する対策をしっかり
としたうえで医療者としての矜持を持って施術をしていた
だきたいとお伝えしました。

　二つの講演後、組織委員長の新名美恵氏から施術トラブ
ルの対応策として、損害賠償責任保険と労災保険への加入
および日鍼会への入会の勧めをおこない、最後は研修委員
長 堀口正剛氏の締め
の言葉で閉会となり
ました。受講者の方
には研修後、アンケ
ートフォームへ誘導
し、本日の研修につ
いてのアンケートに回答していただきました。動画の編集
後、３月２８日から２週間限定でアーカイブ配信をおこな
いました。受講者数はリアルタイム視聴が１０１名、アー
カイブ視聴を加えると合計３１６名となりました。

　鍼灸治療をおこなううえでのリスクマネジメントは、こ
れからますます重要事項となってくることが予想されます
。危機管理委員会では今後、患者と施術者をアクシデント
から守るため、コンスタントにリスクマネジメント研修を
開催していく予定です。

（報告：危機管理委員長 矢津田善仁）

2022 年度リスクマネジメント研修会 Ｐａｒｔ２を開催！

　２０２２年３月に発生したプロ野球選手に対する折鍼事故の事例を受け、危機管理委員会では同年５月２４日、研修委員会、

組織委員会、学術委員会の協力のもと、第一回目のリスクマネジメント研修会を開催しました。この研修会では７００名を超

える受講者があり、リスクマネジメントへの関心の高さがうかがわれました。

　その第二回目として、２０２３年３月１４日、「２０２２年度リスクマネジメント研修会Ｐａｒｔ２」を、長野県針灸師会・研

修委員会・組織委員会・青年委員会と共同でオンライン開催しました。
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第７回理事会報告 

【日　時】２０２３年（令和５年）３月１２日（日） 
【場　所】としま区民センター
【出席者】１８名（理事１５名、監事２名、委員１名）
【議　長】要
【議事記録】岡田
【議事録署名人】要、仲野、浜田

【議　題】
１．報告事項
ア．会務報告・対外報告 他
　要会長の挨拶につづき、以下の報告がされた。
　新名組織担当業務執行理事：賠償責任保険に関する進
捗状況の報告がされた。
　児山広報普及ＩＴ担当業務執行理事：「あとはとき」
「てはも」に関する情報共有がされた。
イ．２０２３年２月２８日現在会員数報告について
　寺川法人管理担当業務執行理事から事前配付資料に基
づき報告がされた。
ウ．鍼灸治療に対する訴えの経緯について
　南副会長からこれまでの経緯を記す事前配付資料に基づき
報告があった。本会としては被害者には警察へ行くように提
案した。先方は民事裁判に持ち込む予定で、意見書を書いて
欲しいという依頼も来ている。最終的には本会から当該鍼灸
師に聴聞しなければならなくなるだろう、とのこと。
エ．代議員選挙当選人公示（確定版）について
　寺川法人管理担当業務執行理事から事前配付資料に基づき報
告があった。
オ．プロジェクター機種選定について（内容報告）につ
いて
　南副会長から事前配付資料に基づき説明があった。使
用頻度は月に１～２回。まずは単焦点の１台のみ購入。

２．決議事項
　第１号議案　リスクマネジメント研修会Ｐａｒｔ２開催の件
	 　矢津田危機管理担当業務執行理事より説明があり、審
議の結果、可否を問うたところ、全員一致で承認され
た。

　第２号議案　代議員選挙規則改定の件
	 　寺川法人管理担当業務執行理事より説明があり、審議
の結果、可否を問うたところ、全員一致で承認された。

　第３号議案　役員選任規程改定の件
	 　寺川法人管理担当業務執行理事より趣旨の説明があっ
た。これは２０２３年度の代議員総会に議案として上程
する。審議の結果、可否を問うたところ、全員一致で承
認された。

　第４号議案　理事会規則改定の件
	 　寺川法人管理担当業務執行理事より趣旨の説明があっ
た。審議の結果、可否を問うたところ、全員一致で承認
された。

　第５号議案　休会に伴う会費等の減免等申請書(４件)
　　寺川法人管理担当業務執行理事より趣旨の説明があっ
た。新名組織担当業務執行理事から質問があった。都道府
県師会を退会する際には通常、本会への退会処理をおこな
うため、日鍼会だけ休会するということは考えにくい。
従ってその点については確認する必要があるとのことと
なった。休会申請は１年ごとの更新なので、年をまたぐ時
は再度申請してもらう必要があるということで、審議の結
果、可否を問うたところ、全員一致で承認された。

　第６号議案　１階リーシングの件
　　南副会長より事前配付資料に基づき趣旨説明があった。
審議の結果、可否を問うたところ、全員一致で承認され
た。

　第７号議案　日本地域包括ケア学会に入会の件
　　菅野地域ケア推進担当業務執行理事より趣旨の説明が
あった。入会金は無料だが年会費が不明のため確認する
こととなったが、それを踏まえて審議の結果、可否を問
うたところ、全員一致で承認された。

　第８号議案　未病戦略を考えるＷＧの件
　　寺川法人管理担当業務執行理事より趣旨の説明があっ
た。審議の結果、現在のメンバーで継続しておこなうこ
との可否を問うたところ、全員一致で承認された。

　第９号議案　２０２３年度行事予定（案）の件
　　寺川法人管理担当業務執行理事より趣旨の説明があっ
た。全国師会長会議の日程について、１２月３日(日)に
変更をしたいと提案があり、審議の結果、可否を問うた
ところ、全員一致で承認された。

　２０２４年度全国大会について、矢津田先生から９月の
九州ブロック会議と同時開催できればとの話が出た。ま
た、近畿ブロック会議は、９月２３日(土)２４日(日)に
修正。

　第１０号議案　令和５年度事業計画の件
　　寺川法人管理担当業務執行理事より事業計画について
説明があり、若干の修正が入ったが全員一致で承認され
た。

　第１１号議案　令和５年度予算の件
　　寺川法人管理担当業務執行理事より趣旨の説明があっ
た。また、次年度における資金調達および設備投資の見
込みはないとの説明もあった。審議の結果、可否を問う
たところ、全員一致で承認された。

３．その他の協議事項
ア．補助スタッフ推薦書の件
	 　各学校卒業式に会長代理として、宮城県鍼灸師会の小
林副会長および神奈川県鍼灸師会の清水会長に出席して
もらうことになったため、補助スタッフとして推薦、申
請する。

イ．長野県における移住鍼灸師の募集
	 　大口業務執行理事より、問い合わせフォームから届い
た長野県での鍼灸師募集の対応について、移住促進セン
ターの芳地氏へ相談し進めているとの報告があった。

ウ．ＡｃｕｐｏｐＪの活動報告
	 　堀口研修担当業務執行理事より進捗状況の報告があっ
た。

エ．全国大会（仮称：福岡大会）におけるコラボ事業に
ついて

	 　中村副会長より令和６年度開催予定の福岡での全国大
会におけるコラボ事業について発言があった。

４．監事講評
（報告：法人管理委員会）

9日本鍼灸新報 No.685



鍼灸師養成大学における基礎・臨床研究の紹介
　今回は経筋治療の研究についてご紹介します。少ない刺激
量で即効的に鎮痛効果を得られれば、鍼を受けるのが苦手な
方への応用も可能です。霊枢経筋篇との違いも興味深い点で
す。

　（広報普及ＩＴ委員会）

はじめに　
　本学では、鍼灸師養成およびアスレティックトレーナー、健
康運動指導士、保健体育の教職課程育成等を目的として、教
育・研究にあたっている。本稿ではスポーツ現場における実
際の治療症例を紹介するとともに、『霊枢』経筋篇（第十三）
の記述と異なる本学における経筋治療教育の特徴について紹
介する。

【症　例】　
　１７歳、男性、身長１６９ｃｍ、体重５６．３ｋｇ、主訴：左足部外
側の痛み。

【現病歴】
　２０２２年７月、ボールを受けようとした際、足先にボー
ルがあたり内反と底屈強制。その後練習を続けられたが、３
日後まで足関節外側の外果前下方（前方前距腓靭帯と前脛腓
靭帯）に痛みが続いたので整形外科を受診。前距腓靭帯お
よび前脛腓靭帯損傷Ⅰ～Ⅱ度と診断。その後４週間経過し、
切り返しやダッシュでは痛みはないが、インステップキック
（足関節底屈位）での痛みと動作に対する恐怖感がある。
既往歴：左脛骨骨端線損傷、左脛骨遠位端骨折、左肩関節前
方亜脱臼、左肩関節前方関節唇損傷。

【所　見】
　圧痛＋（前脛腓靭帯）、足関節底屈可動域（ａｃｔｉｖｅ：R４５°、

L３５° ｐａｓｓｉｖｅ：R４５°、L３５°）、左底屈時痛およびツッパリ感＋、
筋力発揮は全方向５、歩行時痛－、ジョグ痛－、左片脚スクワッ
トでの違和感＋、インステップキック時痛＋。

【病　態】
　前距腓靭帯および前脛腓靭帯損傷（Ⅰ～Ⅱ度）、足少陽・陽
明経筋病
　治療および効果：反応の強かった侠渓・外内庭に刺鍼する
と足関節底屈時のツッパリ感および左片脚スクワット時での違
和感は減少（ＶＡＳ：治療前４２ｍｍ→治療後２４ｍｍ）、左足関
節底屈可動域の左右差が改善した（左底屈ＲＯＭ：治療前３５°
→治療後４５°）。

【考　察】
　本症例の受傷機転は足関節内反捻挫であり、サッカー選手
に多く見られる傷害である。前距腓靭帯の損傷場面が多く見
られるが、同時に前脛腓靭帯を受傷することも少なくない。
さらに、サッカーの競技復帰に時間を要するのは、前距腓靭
帯損傷よりも前脛腓靭帯損傷であり、荷重時やボールを蹴る
際の足関節底屈位から前脛腓靭帯にストレスがかかりやすい
からと考えられる。また、サッカーではボールにより足部に直
接的な負荷がかることも治癒を遅延させる要因として考えられ
る。前距腓靭帯は足少陽経筋の走行に位置しているが、前脛
腓靭帯は脛骨と腓骨を横断して位置しているため、足少陽経

九州看護福祉大学 看護福祉学部 鍼灸スポーツ学科
教授 篠原昭二

サッカー選手の前脛腓靭帯損傷に
対する経筋治療の一例

大学全景
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筋にも足陽明経筋にもどちらにも属していると考えられる。反
応点としても、侠渓・外内庭に反応が出ていたことも興味深
い現象であった。

本学における経筋治療の特徴　
　経筋の出典は『黄帝内経霊枢』中の経筋篇（第十三）に
依拠する。ここでは、経筋の種類（十二経筋）、経筋の流注、
経筋病証、治療法等が記述されている。しかし、治療法は燔
鍼劫刺（焼針で速刺速抜）、治療点は「以痛爲輸（痛いところ
がツボ）」とされており、局所の圧痛点と考えられている。ま
た治療のドーゼは「以知爲數（治るまで刺せ）」とあり、ひた
すら刺鍼した可能性がある。知と治は、当時は同じ音である
ことから、混用されていた可能性がある。一方、本学におけ
る経筋治療では、治療法はこれまでの種々の臨床研究の結果
から、皮内鍼、パイオネックス、切皮鍼、刺入鍼、施灸、テー
プ（経筋テーピング）の貼付など、どんな刺激でも鎮痛効果
があることが判っており、切皮置鍼あるいはパイオネックスの

貼付等を推奨している。また、治療点は局所の圧痛点を用い
ることは極めて少なく、疼痛部位と関連する経筋上の滎穴や
兪穴の圧痛点としている。これは、臨床研究を通して遅発性
筋痛を作成した段階で滎穴や兪穴に高頻度に圧痛点が出現す
ることが確かめられたことによるものである。こういった経筋
治療は、圧痛点さえ確認できれば簡単に治療が可能であり、
治療直後から鎮痛効果が確認できる即効性があることから、
鍼治療の効果、経脈・経筋の不思議さを学生に実体感できる
教材として重視している。

参考文献　
1）Shinohara Shoji：Sinew Channels for Musculoskeletal　
Complaints.NAJOM,Vol.28,No.75,pp.20 -22, 2022.）
２）篠原昭二：運動器系愁訴に対する経筋を応用した皮内刺鍼
の有効性に関する臨床的研究，明治鍼灸医学，No.26，65-
80，2000.

附属鍼灸臨床センター

労災保険の募集について
　ひとり親方のあはき師も、労災保険に加入することができるようになりました。
　労災保険は、労働者の業務災害・通勤災害の補償をおこなう制度で、格安な費用で
手厚い補償が受けられます。治療費用の全額、休業４日目から基礎日額の８０％、障
害等級に応じた年金や一時金、死亡時にはご家族へ年金や一時金支給等のさまざまな
補償が受けられます。日鍼会会員の方は会員料金でのお申込みが可能です。
　ご加入を希望される方は、日本あはき師厚生会のホームページからお申込みくださ
い。労災特別加入のお申込みや、「こんな場合は加入できるの？」など労災保険に関す
るお問合せは、すべて日本あはき師厚生会へお願いいたします。同会ホームページか
らもお問合せ可能です。

E-mail：info@ahaki-rousai.jp ／ TEL：03-5944-9010 ／ FAX：03-5944-9020
（組織委員会）

https://ahaki-rousai.jp/
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【日　時】２０２３年（令和５年）２月１９日(日)
　　　　　 １０：００～１２：４０
【会　場】Ｗｅｂ会議　
【出席者】４８名

日鍼会理事１２名、都道府県師会青年部長２８名、
青年委員８名

【議　題】
　本年度で全国青年部長会議のＷｅｂ開催は３回目となっ
た。以前は、各青年部長から自己紹介・事業報告と質疑応答・

意見などの回答等をおこなっていたが、昨年度から青年部長
会議として研修内容的な要素を含めたものになるように配
慮した会議となっている。　
　本年度は現役日鍼会業務執行理事（各委員長）からブロッ
ク会議でおこなわれている委員会事業説明会形式で開催し
た。要会長の挨拶に始まり、各委員長からの解説となった。
①法人管理委員会：ハラスメント対策 ②組織委員会：準会
員制度の解説と委員募集 ③危機管理委員会：リスクマネジ
メント研修会案内とメンバー紹介等 ④研修・学術委員会：
ホームページの活用と紹介、eラーニングの解説等、全国大
会案内、生涯研修事業・医療連携研修講座の案内 ⑤地域ケ
ア委員会：地域雇用促進、医療介護福祉団体と多職種連携の
概要と解説 ⑥健保委員会：労災生保等の解説、厚生労働省
との折衝等の解説 ⑦国際委員会・法人委員会：国際基準化、
ヘルスケア推進、海外で活躍するパネリストを迎えてのシン
ポジウム企画などの解説、理事会運営と経費調整、各都道
府県の法人運営バックアップ等解説 ⑧広報普及ＩＴ委員会：
広報ツールの解説、プレスリリースを国民に向けて発信、新
報のペーパーレス化の解説、委員募集 ⑨スポーツ鍼灸委員
会：市場拡大への取組み、技術向上の研修・認定制度・論文
などの情報発信。
　以上、約２時間半のＷｅｂ会議となった。

（報告：青年委員長　風間祐二）

２０２２年度 全国青年部長会議

青年部長会議で事業報告会と委員会事業解説 青年部の参画に期待！

『日本鍼灸新報』メール送信のご案内

　社会的なＩＴ化の進行にならい、本会においてもペーパーレス化ならびに経費節減のため、２０２４年１月発行の『日
本鍼灸新報』新年号より、マイページにご登録のメールアドレス宛に、誌面郵送ではなくメールにて送信をさせていた
だきます。
　マイページで日本鍼灸新報送付先を「メール送信」とされている方には、移行期間として本号から誌面郵送ではなく
メールにてお送りいたします。つきましては、必ずマイページにメールアドレスのご登録をお願いいたします。
　なお、引き続き誌面での郵送をご希望の方は、マイページの日本鍼灸新報送付先で「自宅郵送」あるいは「治療院郵
送」を選択してください。メールアドレスをお持ちでない方には、誌面郵送にて対応させていただきます。
　何卒ご理解のほどよろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広報普及ＩＴ委員会）

詳細は日鍼会ホームページ
（https://www.harikyu.or.jp/7952/）をご確認いただくか、
お問い合わせください。

（広報普及ＩＴ委員会）

・各都道府県鍼灸師会主催の行事や研修会、普及活動
　（比較的大規模なもの）
・社会活動や慈善事業、災害支援
・市民公開講座や出前授業
・綬章や著しい功績
・研究、意識調査、書籍発行
・国際貢献、国際会議
・多職種連携、医療連携
・その他アピールしたいニュース　など

プレスリリース対象ニュース

都道府県鍼灸師会の「プレスリリース」をお手伝いします。

　日本鍼灸師会では契約するプレスリリースサービスを通じ、ＴＶ局・新聞・雑誌・ニュースサイトなど最大１，０００名の
記者へ情報を発信しています。
　「プレスリリース」とは、報道発表資料のことです。企業や団体が、報道関係者に向けて自社のニュース （＝新規
情報）を簡潔にまとめた文書のことを指します。日本鍼灸師会が主体でおこなう事業のほか、各都道府県鍼灸師会・
会員個人の活動も発信を始めています。皆さんの活動を世の中にアピールしませんか？！
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岩手県鍼灸師会療養費取扱講習会への出向報告

　２０２３年２月５日（日）に、岩手県鍼灸師会主催の療養
費取扱講習会にて講師を担当しました。会場は、盛岡駅か
ら至近の「アイーナいわて県民情報交流センター」で、会
場参加が６名、Ｗｅｂ参加が５名でした。
　中塚良則保険部長の司会のもと、戸崎幸治会長の挨拶に
つづき、２時間の講習をおこないました。主な内容は次の
とおりです。１）厚労省発表国民医療費の概況 ２）療養費
とは？ ３）受領委任開始から４年ルールの確認 ４）施術報
告書について ５）償還払いに戻せる仕組みについて ６）令
和４年６月改定について ７）後期高齢２割負担開始について
。会場とＷｅｂからの質問も寄せられ、参加された方々の熱
心さが伝わってきました。
　盛岡市は、ニューヨーク・タイムズ誌で世界の都市のうち
「２０２３年に行くべき５２カ所」でイギリスの首都ロンド
ンにつづく第２位に選ばれ、海外から多くの観光客が来訪さ
れるのではとのことでした。

　健保委員会では、各都道府県鍼灸師会からの療養費関係講
習会を担当する講師招聘に対応しています。詳細は、各鍼灸
師会保険部長よりお問い合わせください。

（報告：健保委員長 小林潤一郎）

準会員 大募集中 ！
鍼灸学校学生、鍼灸免許取得３年以下、鍼灸学校専任教員の
皆さまにご入会いただける日鍼会準会員を募集しています。

お知り合いで上記条件に該当するかたがいらっしゃいましたら、ぜひ、日鍼会準会員へご入会をお勧めください。

詳しくは、日鍼会ホームページにて 「日本鍼灸師会　準会員」 とご検索ください。

※都道府県師会の会員募集活動にも、日鍼会準会員制度をご活用ください。ご不明な点は、日鍼会組織委員会までメー
ルにてご相談ください。また、日鍼会の紹介動画を作成しましたので、ご希望の師会はご連絡ください。

　　　　　　E-mail：soshiki.jama@gmail.com 　件名：「準会員」の件
（組織委員会）

そのほか特典満載！

・年会費が無料です。
・日鍼会の賠償責任保険に加入が可能です（免許取得者のみ）。
・日鍼会のｅラーニングを無料で受講可能です。
・日本あはき師厚生会を通じて労災保険に会員料金で加入できます。

主な特典

（公社）日本鍼灸師会Ｉｎｓｔａｇｒａｍ
https://www.instagram.com/nihon_89.official/

（公社）日本鍼灸師会Ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/profile.php?

id=100057107634076

日本鍼灸師会公式Ｉｎｓｔａｇｒａｍ・Facebook のご案内
　鍼灸関連の情報をすぐにお届けするために、日本鍼灸師会公式Ｉｎｓｔａｇｒａｍをおこなっています。
鍼灸に関するお知らせ、鍼灸師の日常に関する身近なことなど、さまざまな内容を発信したいと思います。
お気軽にフォローをお願いします。
　また、Ｆａｃｅｂｏｏｋでも、テレビ番組、研修会、健康サポートや東洋医学に関することなどを情報配信しています。
そちらもぜひ、チェックしてみてください。

（広報普及ＩＴ委員会）
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　今年は白地に紅の文字で作成しました。
これは今年の干支「卯」をイメージした組み合わせです。
実は、令和４年度は「寅」をイメージしていました。
シールには、どこに貼ってもキレイにはがせる素材を選び、水に強い加工を施しました。
ぜひ、皆さまの治療所の目立つ場所に貼ってくださいね。

（組織委員会）

「令和５年度会員証ステッカー」
を同封しています！

■物故者４名　謹んでご冥福をお祈りいたします。（敬称略）

都道府県 氏　名 都道府県 氏　名

宮　城 賀川　秀眞 R5.  1.18(76歳 ) 神奈川 井邊　貴広 R4.  9.  1(55 歳 )

神奈川 趙　雪光 R5.  2.20(71歳 ) 神奈川 福島　哲也 R4.12.16(57 歳 )

■入会者５名　ようこそ日本鍼灸師会へ。ご活躍を期待しております。（敬称略）

都道府県 氏　名 都道府県 氏　名 都道府県 氏　名

北海道 澤口　孝幸 京　都 日下部　翔平 長　崎 酒井　康成

東　京 山田　暁子 京　都 福中　聖子

会員の異動（２０２３年１月１日～３月３１日）

販売価格は、５０部で１，０００円です。※別途、消費税・送料がかかります。
ご注文は日本鍼灸師会事務局宛に、メールまたはＦＡＸでお願いいたします。

　日本鍼灸師会 事務局 E-mail:info@harikyu.or.jp ／ FAX:03-5944-5087
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（健保委員会）

「はり・きゅう保険ガイド」改訂のお知らせ
「はり・きゅう保険ガイド」の同意期間と署名の説明部分を改訂しました。

（外面） （内面）
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日鍼会 会務報告（2023年 1 月 1 日～ 3 月３１日）

 1月
４日（水）  大阪府鍼灸師会設立６０周年記念、大阪府鍼灸師連盟、
（一社）鍼灸保険協会令和５年新年互例会（シティプラザ大阪）

７日（土）〜８日（日） 健保委員会・地域ケア推進委員会合同会議（日鍼
会会議室）

１０日（火） 学術・研修委員会合同会議（Ｗｅｂ会議）
１１日（水） 第７回労災特別加入に関する３団体実務者協議会（Ｗ
ｅｂ会議）、４団体実務者会議（Ｗｅｂ会議）、機能訓練指導員
協会運営会議（Ｗｅｂ会議）

１２日（木） 東洋療法学校協会清水会長との会議（森ノ宮学園専門
学校）、サーバー移行打合せ会議その９（Ｗｅｂ会議）

１３日（金） 高杉浩司医師との意見交換（三九朗病院／愛知県豊田
市）、北海道鍼灸師会の一般法人への移行に関する協議（Ｗｅｂ
会議）

１６日（月） あはき等法推進協議会（Ｗｅｂ会議）
１７日（火） 第１７回地域ケア推進委員会会議（Ｗｅｂ会議）、第
３回国際委員会会議（Ｗｅｂ会議）、労災特別加入受付用ＨＰ打
合せ（Ｗｅｂ会議）

１９日（木） 大樹生命保証プラン担当者面会（日鍼会会議室）、東
京海上日動火災保険賠償責任保険保険料等不明金調査について情
報共有（日鍼会会議室）

２１日（土） 機能訓練指導員研修アドバンスコース（前半２日間）
（日本柔道整復師会館）、第１８回地域ケア推進委員会会議（一の
倉）

２２日（日） 機能訓練指導員研修アドバンスコース（前半２日間）
（日本柔道整復師会館）、茨城県鍼灸師会設立７０周年記念式
典・祝賀会（水戸京成ホテル）

２３日（月）（公財）政策医療振興財団との会談（東京ステーション
ホテル）、第４回医療連携研修講座の講義内容について講師との
打合せ（Ｗｅｂ会議）、第７回組織委員会（Ｗｅｂ会議）、未病
戦略を考えるＷＧ（４）（Ｗｅｂ会議）

２５日（水） 第２９３回実務者協議（Ｗｅｂ会議）、第２回研修Ｉ
ＣＴ化に関する会議（Ｗｅｂ会議）、ＩＳＯ／ＴＣ２４９第３２
回国内対策委員会（第１０回灸規格ＷＧ会議）（Ｗｅｂ会議）、
会長・法人管理会議（Ｗｅｂ会議）

２６日（木） 新型コロナ対策および災害支援等について厚労省医政
局医事課との会議（厚生労働省）

２７日（金） 第３回研修ＩＣＴ化に関する会議（Ｗｅｂ会議）、
パネリストとの協議（Ｗｅｂ会議）、learningBOX視聴障害説
明会議（Ｗｅｂ会議）、第２回地域ケアZoom行脚（Ｗｅｂ会
議）

２８日（土） 正副会長会議（日鍼会会議室）、第４回法人管理委員会
（Ｗｅｂ会議）

２９日（日） 第６回理事会（としま区民センター）
３０日（月）「ケンシロウによろしく」実写化についての打合せ
（小林はりきゅう院）、パネリストとの協議（Ｗｅｂ会議）、
２０２３年日中友好新年会（如水会館）

 2月
３日（金） パネリストとの打合せ（２）（Ｗｅｂ会議）
４日（土） パネリストとの打合せ（３）（Ｗｅｂ会議）、ＪＩＭＴ
ＥＦ災害医療研修第１３回アドバンスコース（ＪＩＣＡ関西）

５日（日） ＪＩＭＴＥＦ災害医療研修第１３回アドバンスコース（Ｊ
ＩＣＡ関西）、エビデンス構築のための鍼灸研究者との会議等
（Ｗｅｂ会議）、岩手県鍼灸師会療養費講習会（アイーナいわて
県民情報交流センター）

６日（月） 東京海上日動火災保険賠償責任保険担当代理店に関する
打合せ（Ｗｅｂ会議）、保険局医療課、労働基準局補償課訪問
（厚生労働省）

７日（火） アールワイ保険との打合せ（かいこう堂）、「医療連
携」各委員会との協議（Ｗｅｂ会議）、Care Show Japan
２０２３未病産業展（東京ビッグサイト西ホール）

８日（水） Care Show Japan 2023未病産業展（１０日まで）（東京
ビッグサイト西ホール）、中間監査（日鍼会会議室）、東京都鍼灸師
会新年会・髙田会長叙勲祝い（メトロポリタンホテル池袋）

９日（木）Care Show Japan 2023見学（東京ビッグサイト西
ホール）、あはき厚生会の会計処理と今後の日程打合せ（前田社
労士事務所）

１３日（月） 未病戦略を考えるＷＧ（５）（Ｗｅｂ会議）
１４日（火） 第５回青年委員会（Ｗｅｂ会議）
１５日（水） 第６回業務執行委員会（Ｗｅｂ会議）
１９日（日） 全国青年部長会議（Ｗｅｂ会議）
２０日（月） 配信担当者との打合せ（Ｗｅｂ会議）、第８回組織委
員会（Ｗｅｂ会議）

２２日（水） 健保委員会会議小委員会（楠公レストハウス）、シン
ポジウムの打合せ（Ｗｅｂ会議）

２４日（金） 日本あん摩マッサージ指圧師会との協議（浜松市内）、第
１９回地域ケア推進委員会会議（レンタル会議室活き活きスペース）

２５日（土） パネリスト紹介動画作成のための協議（Ｗｅｂ会議）、
機能訓練指導員研修アドバンスコース（後半２日間）（日本柔道
整復師会館）

２６日（日） 機能訓練指導員研修アドバンスコース（後半２日間）
（日本柔道整復師会館）

２７日（月） 健保委員会会議（Ｗｅｂ会議）
２８日（火） 学校訪問（準会員と労災保険説明）（兵庫鍼灸専門学校）

 ３月
２日（木） 東京海上日動火災保険打合せ（Ｗｅｂ会議）、国民のため
の鍼灸医療推進機構第３回会議（Ｗｅｂ会議）

４日（土） 第４８回日本東洋医学系物理療法学会学術大会開会式（Ｗ
ｅｂ会議）

５日（日） シンポジウム「鍼灸師として世界と出会う」（Ｗｅｂ会議）
６日（月） リスクマネジメント研修Ｐart２打合せ会議（Ｗｅｂ会
議）

８日（水） 第３回はり師・きゅう師及びあん摩マッサージ指圧師施
術管理者研修実施委員会（東洋療法研修試験財団）、日本機能訓
練指導員協会運営会議（日本柔道整復師会館）

９日（木） 厚労省医療課打合せ（厚生労働省）、ハラスメント窓
口設置打合せ（日鍼会会議室）、賠償責任保険事務フロー確認
①（日鍼会会議室）、第２８回日本災害医学会総会・学術集会
（１１日まで）（盛岡市マリオス／アイーナ）

１０日（金） 東京海上日動火災保険担当者引継ぎ対応（日鍼会会議
室）、賠償責任保険事務フロー確認（日鍼会会議室）、日本医学
柔整鍼灸専門学校卒業式（ホテルメトロポリタン）

１２日（日） 第７回理事会（としま区民センター）
１３日（月） 呉竹医療専門学校卒業式（呉竹医療専門学校５階）、
第７回あはき等法推進協議会（Ｗｅｂ会議）、鍼灸電子カルテ参
照仕様の策定に関する会議第１０回作業部会（Ｗｅｂ会議）

１４日（火） リスクマネジメント研修会Ｐart２（Ｗｅｂ会議）
１５日（水） 呉竹鍼灸柔整専門学校卒業式（呉竹鍼灸柔整専門学校）
１６日（木） 東京医療専門学校卒業式（有楽町センタービル）、医
連研運営会議（呉竹鍼灸柔整専門学校新横浜校）

１８日（土） 国民のための鍼灸医療推進機構第４回会議（貸会議室
／新橋）

１８日（土）〜１９日（日） ＪＩＭＴＥＦ災害医療研修第１４回アド
バンスコース（日本教育会館）

２１日（火） 国際鍼灸専門学校卒業式（テクノプラザかつしか）
２２日（水） 第２９４回実務者協議（厚生労働省）、第２０回地域
ケア推進委員会会議（Ｗｅｂ会議）

２６日（日） 第４回医療連携研修講座（呉竹鍼灸柔整専門学校新横
浜校）、山梨県鍼灸師会法人設立４０周年記念式典（ホテル談露
館／甲府市）

２７日（月） 危機管理委員会会議（Ｗｅｂ会議）、健保委員会会議
（Ｗｅｂ会議）
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編集後記
　これまで、スポーツボランティアや健康相談会などいろいろ
な普及活動に参加してきましたが、いつも活動終了後に考えさ
せられることがたくさんあります。
　「鍼灸の効果や良さを伝える」説明を、日ごろ“わたしの”
鍼灸院へ“わたしの”施術を求め訪れる患者さんに対してする
のと、鍼灸未経験者や苦手意識のある方に対してプレゼンする
のとは別物です。まず初見で話を聞いていただくためには視
覚的に認知されること、心地良い空間にいること、そこにいる
人間のホスピタリティを感じてもらうことで初めて可能となりま
す。鍼灸に限らず、あらゆるサービスは依頼者の話に耳を傾け、
ニーズを聞き出し、メリットになる情報を伝え、問題解決を手
伝う、という流れですが、その解決人として選んでいただける
かどうかは価格や技術力だけではありません。提供できるサー
ビス内容と価値を正しく伝え、選ぶべき理由を説明することが
必要です。医療・子育て・美容・スポーツ・災害・介護など、
現場ごとに鍼灸のセールスポイントを効果的に伝えること、そ
の手段を考えて取り組むことは本当にいい訓練になると思いま
す。そんな普及・広報活動に皆さん、いらっしゃーい♪ 

（廣橋久美子）

　近ごろはAI 技術の革新がめざましいですね。こんなこと
までできるのか！と感動することが多々あります。
　話題のChatGPTは、さまざまな文章を瞬時に作成し、質
問した内容に的確に答えてくれるので便利で面白いもので
す。これからもっと精度が上がると、いろいろな場面で活用
できそうです。また、画像作成AIは、イメージする言葉のキー
ワードから、数秒で画像を作成してくれます。イメージする
ものを上手く言語化する必要はありますが、これもまた便利
です。
　こういった新しい技術やサービスを取り入れていくこと
で、鍼灸院経営や業界の発展にも活かせることがあるのでは
ないかと思います。めまぐるしく変わる時代の流れについて
いけるように、新しいものはどんどん試していきたいと思い
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （端場真美弥）

公益社団法人

年月日（曜日） 代議員総会 理　事　会 全国師会長会議

	 ５月１4日（日） ○

	 ６月１8日（日） ○ ○

	 ６月１9日（月） ○

	 ８月27日（日） ○

	 11月１2日（日） ○

	 12月  3 日（日） ○

２０２4年  	１月28日（日） ○

	 ３月24日（日） ○
※２０２３年度６月１８日 (日 ) の代議員総会・日本鍼灸師連盟総会は「ステーションコンファレンス万世橋」（東京都千代田区）
で開催を予定しています。

■全国ブロック会議予定
ブロック名 開催予定日 開　催　地

北  海  道 ９月 ３日（日）　　　　　　 北 海 道

東 　 　 北 ６月２４日（土）・２５日（日） 秋 田 県

関 東 信 越 ７月１６日（日） 神奈川県

東 海 北 陸       １０月 ８日（日）・ ９日（月・祝）   富 山 県

近 　 　 畿 　９月２３日（土）・２４日（日） 大 阪 府

中 国 四 国 　  ９月１７日（日）・１８日（月・祝） 徳 島 県

九 　 　 州 ９月 ９日（土）・１０日（日） 長 崎 県

■関連行事
会議等名称 開催予定日 開催予定地

第１８回日本鍼灸師会全国大会ｉn近畿 １０月21日（土）・22日（日） スターゲイトホテル関西エアポート
※第１９回日本鍼灸師会全国大会ｉｎ福岡：２０２４年１０月２６日（土）・２７日（日）（みらいホール＆カンファレンス／福岡県福岡市）
※第７２回全日本鍼灸学会学術大会：２０２３年６月９日（金）・１０日（土）・１１日（日）（神戸国際会議場／兵庫県神戸市）

※予定のため変更になる場合もあります。

２０２３年度行事予定
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第１8 回 公益社団法人 日本鍼灸師会

全国大会 in 近畿
　今年の全国大会は、近畿大会となります。近畿大会は、ブロックでの開催という
初の試みとなり、近畿ブロック各師会（大阪・兵庫・京都・奈良・和歌山・滋賀・福
井）からなる実行委員会で準備を進めております。
　近畿大会ではテーマにもありますように、街の中にどう鍼灸を根差していくかとい
う視点でさまざまなプログラム（公開講座・シンポジウム・専門講座・要穴カルタ大
会等）を企画中です。鍼灸師と市民が一体となり参加できるよう、公開講座・体験
コーナー・健康相談・業者展示・縁日を盛り込んで、全員参加型の全国大会を目指
してまいります。また、懇親会も準備しておりますので、会員同士の交流を存分に
していただきたいと存じます。
　大会内容につきましては、新報・大会ホームページ等で順次情報公開をしてまい
ります。
　近畿大会実行委員会一同、皆さまのご参加をお待ちしております！

「わが街、はり・きゅうのある暮らし～バック・トゥ・ザ・鍼灸～」

会　期 開催方式

会　場

令和５年１０月２１日（土）・２２日（日） 現地開催

スターゲイトホテル関西エアポート（大阪府泉佐野市りんくう往来北１番地）

全国大会 in 近畿 PV全国大会 in 近畿 HP

 主　　　催　公益社団法人 日本鍼灸師会　  　　　　　　主　　　管　公益社団法人 日本鍼灸師会 近畿ブロック
 担　　　当　公益社団法人 日本鍼灸師会 近畿ブロック　 支援事業者　西鉄旅行株式会社 　　
 大会事務局　第１８回 公益社団法人 日本鍼灸師会全国大会 事務局
　　　　　　 〒５３０－００3７ 大阪府大阪市北区松ヶ枝町６－６　　公益社団法人 大阪府鍼灸師会 事務局内
　　　　　　 ☎ 06－6351－4803　FAX 06－ 6351－4855

▲

　森ノ宮医療学園出版部発行の臨床情報誌『Ｔｅｈａｍｏ（てはも）』（６号）の雑誌内雑誌『あとはとき』（第１６号）の特集
記事に、「あはきの宣伝／広告と広報」をテーマとして各業界団体や学会の広報委員長へのインタビューが掲載されました。　
　『あとはとき』（第１６号）は全国８０の国公立図書館にも献本されています。詳しくは、森ノ宮医療学園出版部ホームペー
ジをご覧ください。（https://book.morinomiya.ac.jp/products/tehamo6%E5%8F%B7）

＜特集＞あはきの宣伝／広告と広報
　広告検討会のおさらいと第９回検討会の概要
　あはき広報リサイクルの提案
　広報委員長に聞く
　　公益社団法人全日本鍼灸マッサージ師会 廣野敏明、公益社団法人全日本鍼灸学会 清水洋二、
　　公益社団法人日本鍼灸師会 児山俊浩、鍼灸の学術情報発信と広報 山下仁
　これからの、あはきの宣伝／広告と広報
　ブックガイド
　ＷＨＯ ＩＣＤ - １１伝統医学章 国内作業の現況について
　ＪＬＯＭを応援して下さい！

『Ｔｅｈａｍｏ（てはも）』（６号） 『あとはとき』（第１６号）

『あとはとき』に各業界団体・学会広報委員長へのインタビュー掲載
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日鍼会保障プランのご案内
ご加入されている方のみが利用できるヘルスケアサポートが好評です！ 

例年８月が募集締切りとなります。未加入の方はぜひ、今からご加入をご検討ください。

　「基本補償」 ： 遺族生活費、こどもの養育費、葬儀代などを保障するための制度です。
　　　　　　　事故による入院保障もついています。
　「医療特約」 ： 病気やケガによる入院・所定の手術を保障する制度です。

詳細につきましては、下記までお問い合わせください。

           E-mail：soshiki.jama@gmail.com   　件名：「日鍼会保障プラン」の件
（組織委員会）

賠償責任保険のご案内
　日本鍼灸師会では、三井住友海上火災保険（株）と東京海上日動火災保険（株）、２社の賠償責任保険を取り扱って
います。都道府県師会ごとに、どちらかの保険会社となります。保険会社の変更を希望される師会は、ご連絡ください。
　また、２０２３年度（２月始期）の東京海上日動火災保険の賠償責任保険を申し込まれた方は、お手元の「加入者証」
の内容を必ずご確認ください。「せっかく３億円補償プランを申し込んだのに金額が間違えている」「オプションでサイバー
補償をつけたはずなのについていない」等ありましたらご連絡ください。

               E-mail：soshiki.jama@gmail.com　     件名：「賠償責任保険」の件
（組織委員会）

「賛助会員」募集中です！
　日本鍼灸師会の活動にご賛同される方はどなたで
もご登録いただけます。
　詳しくは、日本鍼灸師会ホームページの下記ペー
ジをご覧ください。

https://www.harikyu.or.jp/join/memberlist/

　はり師きゅう師以外の方で日本鍼灸師会の情報
（各講習会等）が欲しい、講習を受講したいという方、
また、会員向けの広告をお得に掲載したい個人や企
業の方がおられましたら、ぜひお勧めください。

（組織委員会）
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筋活性化研究会は、各専門分野の研究者や臨床家が、骨格筋についての
正確な知識と治療法などを探求・共有しともに成長することを目的とし
たオンラインコミュニティです。 
 

これからの時代を生き残る為の手法

根拠に基づいた、正しい治療法が全てを解決します。 
新しい学びに触れたい方はぜひ！ 

筋活性化研究会 
会長 中辻 正 https://renewing-online.com 
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カカーーボボ鍼鍼灸灸針針  イイーーハハリリデディィススポポ鍼鍼  ヤヤンンイイーーミミニニ  
圧倒的コスパ！イーハリディスポ鍼 NRJ10R ＠5.4円(税別) 取扱い再開しました！

オンラインストア新規会員登録で500ポイント進呈中！  https://yangyi.co.jp

有限会社ヤンイー貿易 兵庫県神戸市垂水区日向2 6 29 078 742 7068
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